


分野別成果動向一覧  第５章「都市基盤」
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【まちづくり指標】「自宅周辺が住みやすい場所（所）だと思う人の割合」はじめ2指標が10年
後めざそう値（R5(2023)）を達成したほか、「子ども、高齢者、障がい者などが安全に移動で
きる道路が整備されていると思う人の割合」など、基準値と比較して全6指標が改善した。
【成果指標】「使用収益開始率」はじめ23指標、分野全体で88.5％が基準値より改善した。ま
た、基準値以下となった指標は「花壇コンクールへの参加申し込み数」はじめ3指標（11.5％）
となった。
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東海市施策評価システム 施策評価表

施策 29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 活力
住宅地、農地、商業地、工業地などに地区が区分けされ、土地が有効利用されている
都市計画課

まちづくり指標

0040指標

方向性

自宅周辺が住みやすい場所（所）だと思う人
の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　「自宅周辺が住みやすい場所（所）だと思う人の割合」はめざそう値達成率が134.8%だった
ことから、施策は順調に進展した。
　立地適正化計画の都市機能誘導区域や土地区画整理事業を実施した区域において、住宅の建
設が進むなかで、新たに公共施設や商業施設が整備されたことが影響したと考える。
　7次計画では、現在施行中の土地区画整理事業の推進により都市的土地利用が実現するように
引き続き取り組むとともに、令和6年3月に策定した新たな都市計画マスタープランに基づき、
地域の特性を生かした調和のとれたまちづくりを継続して進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

中心市街地を活性化す
る指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

2911使用収益開始率 改善 横ばい

2912 道路の整備済み延長の割合 改善 横ばい

2913 中心市街地エリアの人口 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(4)
(0)

02

土地を有効活用する 順調

2921 住居、農地、店舗、工場などが整然としていると思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(7)
(0)

03

活気のある地区拠点を
つくる 順調

2931 土地区画整理事業の施行済地区内の土地の有効利用率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(5)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.2ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:134.8％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:土地区画整理事業等による都市基盤の整備が
順調に進んでいることが影響していると考える。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 中心市街地を活性化する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

市街地整備課

成果指標

2911指標番号

方向性
使用収益開始率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
52.9 100.0 100.0 100.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

2912指標番号

方向性
道路の整備済み延長の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
67.9 100.0 100.0 100.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

2913指標番号

方向性
中心市街地エリアの人口

単位
人

基準値 R03 R04 R05
3,695 5,142 5,169 5,215

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

3

4
4
0

0

0
0
4

0

単位施策の評価
　成果指標3指標の全指標が基準値から順調に向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「使用収益開始率」、「道路の整備済み延長の割合」については、ともに100.0％とするこ
とができ、建物移転や道路整備を計画どおりに実施することができたと考える。「中心市街地
エリアの人口」については、基準値から1,520人(41.0％)の増加となり、道路整備の順調な進
捗等が人口の増加に影響したと考える。
　道路整備等、ハード面の整備は概ね完了したため、7次計画では、換地処分に伴う清算金の
徴収、交付事務を円滑かつ適切に取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 940 太田川駅周辺土地区画整理事業特別会計繰出金
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 2518 換地処分事業 市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 3419 太田川駅周辺土地区画整理事業竣工記念式典開催準備事業
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 929 太田川駅周辺土地区画整理広報事業
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 土地を有効活用する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

都市計画課

成果指標

2921指標番号

方向性

住居、農地、店舗、工場などが整然としてい
ると思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
52.0 62.1 63.6 64.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

6

6
7
0

0

1
0
7

0

単位施策の評価
　成果指標が基準値から順調に向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「住居、農地、店舗、工場などが整然としていると思う人の割合」は、立地適正化計画の都
市機能誘導区域を設定した大田地区、加木屋地区や土地区画整理事業を実施した渡内地区で高
く、地域の特性を生かした土地の有効活用が継続的に進められていることが影響していると考
える。
　7次計画では、令和6年3月に策定した新たな都市計画マスタープランに基づき、関連計画と
の連携、調整を図りながら、地域の特性を生かした調和のとれたまちなみの形成を継続して推
進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 795 生産緑地管理事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 802 都市計画マスタープラン策定事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

3 2120 社会資本総合整備計画等効果分析事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2446 名和駅西地区都市計画図書等作成事業 都市計画課 遅延あり 維持・横ばい なし 維持

5 2787 名和駅西地区地籍調査事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 2932 名和駅西地区地籍調査事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 3379 都市拠点教育文化施設整備費補助事業 企画政策課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 活気のある地区拠点をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

市街地整備課

成果指標

2931指標番号

方向性

土地区画整理事業の施行済地区内の土地
の有効利用率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
91.9 93.6 94.0 94.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

5

5
5
0

0

0
0
5

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から順調に改善しており、単位施策は順調に進展した。
　土地区画整理事業の施行済地区内において農地から都市的土地利用への転換が図られたこと
によるものと考える。
　現在施行中の土地区画整理事業においても早期に地区全体の都市的土地利用が実現するよう
、7次計画でも引き続き取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 2165 太田川駅西土地区画整理事業 市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 2746 名和駅西土地区画整理事業 市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 2802 加木屋中部土地区画整理事業特別会計繰出金
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2073 道路・排水路等整備事業（繰越明許費）
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 3062 道路・排水路等整備事業 市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 安心
子ども、高齢者、障がい者などが安全に移動できる
土木課

まちづくり指標

0041指標

方向性

子ども、高齢者、障がい者などが安全に移動
できる道路が整備されていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は、近年めざそう値を超えて推移しており、施策は順調に進展した。
　計画期間を通して、道路改良工事をはじめとする安全な道路環境の整備を実施するとともに
、市民からの要望や道路環境を調査した結果を踏まえ、道路施設の維持修繕などを実施したこ
とが指標向上に寄与したものと考える。
　7次計画では、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路環境の整
備や道路施設の維持修繕を実施していくことで安心・安全な道路環境の向上を目指していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

安全な道路環境をつくる指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3011都市計画道路網の歩道整備率 改善 改善

3012 歩道の設置が十分だと思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(14)
(0)

02

道路施設の維持修繕や
耐震化を進める 順調

3021 維持修繕した道路の割合 改善 改善

3022 長寿命化した橋りょうの割合 改善 改善

3023 耐震補強した橋りょうの割合 改善 横ばい

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(10)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.4ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:90.1％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:比較的生活圏の広い学生や若年層において道
路環境に対する満足度が高い。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 安全な道路環境をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

土木課

成果指標

3011指標番号

方向性
都市計画道路網の歩道整備率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
63.6 66.5 66.5 66.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3012指標番号

方向性
歩道の設置が十分だと思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
28.8 35.0 34.3 32.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

9

10
14
9

0

4
0
5

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　市内の都市計画道路や幹線道路・補助幹線道路を計画的に整備してきたことが、安全な道路
環境の向上につながったと考える。　
　7次計画においては、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路
環境の整備や道路施設の維持修繕を実施していくことで安心・安全な道路環境の向上を目指し
ていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 2297 狭あい道路整備事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

2 3116 木田北部土地改良事業関連道路整備事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 完了

3 3459 道路交通安全施設整備事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

4 3461 南柴田８号線始め２路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 完了

5 2124 道路区域決定図作成事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

6 868 境界立会事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 874 道路橋りょう維持管理経費 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 897 道路交通安全施設整備事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

9 1290 三ツ池線始め８路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

10 1302 西御門３号線始め４路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

11 1596 狭あい道路整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

12 1897 木田北部土地改良事業関連道路整備事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

13 3273 踏切道改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

14 2783 南柴田８号線始め２路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 5



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 道路施設の維持修繕や耐震化を進める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

土木課

成果指標

3021指標番号

方向性
維持修繕した道路の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
0 55.8 59.5 62.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3022指標番号

方向性
長寿命化した橋りょうの割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
2.04 32.7 32.7 36.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3023指標番号

方向性
耐震補強した橋りょうの割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
28.6 44.9 44.9 44.9

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

7

10
10
1

0

0
0
9

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　市民からの要望や道路環境を調査した結果を踏まえ、計画的に市内の道路施設の維持修繕や
耐震化を実施したことが安全な道路環境の向上につながったと考える。
　7次計画においては、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路
環境の整備や道路施設の維持修繕を実施していくことで安心・安全な道路環境の向上を目指し
ていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 3465 西番水橋維持補修事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

2 3466 義路橋維持補修事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

3 880 大池北線維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 881 道路橋りょう維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 883 横須賀高校前横断歩道橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 1840 名和駅北歩道橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 2107 道路交通安全施設維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 3140 前田橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 3142 伏見四丁目２号橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

10 3326 信濃橋橋りょう改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 3



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
買い物、通勤、通学などの日常生活の移動がしやすい
土木課

まちづくり指標

0042指標

方向性

買い物、通勤、通学などの日常生活の移動が
しやすいと思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は近年めざそう値と同水準あたりを推移しており、単位施策の成果動向も順
調であることから、施策は順調に進展した。
　計画期間をとおして、道路改良工事をはじめとする安全な道路環境の整備を実施するととも
に、道路利用者にわかりやすい案内を実現できるよう、施設案内標識の設置などを実施したこ
とが指標向上に寄与したものと考える。
　7次計画では、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路環境の整
備をすることで、快適に移動しやすい交通環境の向上を目指していく。　

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

幹線道路をつくる指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3111都市計画道路の整備率 改善 横ばい

3112 市内を車で移動する時にスムーズにできていると思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(13)
(0)

02

公共交通機関の利便性
を高める　 順調

3121 らんらんバスの年間利用者数 改善 改善

3122 鉄道やバスなどの公共交通機関が利用しやすいと思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(3)
(0)

03

自動車・自転車などの駐
車スペースを確保する 順調

3131 公共施設や駅周辺に駐車場や駐輪場が十分設置されていると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

04

市内をわかりやすく案内
する 順調

3141 公共施設への案内標識が充実していると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:3.2ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:66.7%
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:交通手段で比較的自動車を利用する自営業や
主婦において道路環境に対する満足度が高い。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 幹線道路をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3111指標番号

方向性
都市計画道路の整備率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
83.9 87.6 88.4 88.4

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

3112指標番号

方向性

市内を車で移動する時にスムーズにできて
いると思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
66.8 72.3 72.1 74.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

8

11
13
11

0

2
0
2

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　市内の都市計画道路や幹線道路・補助幹線道路の道路改良工事を計画的に実施してきたこと
が、移動がしやすい交通環境の向上につながったと考える。　
　7次計画においては、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路
環境・交通環境の整備をすることで快適に移動がしやすい交通環境の向上を目指していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 2946 （仮称）新木田橋整備事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 完了

2 3460
西知多道路大田インターチェンジ１号
線始め３路線道路新設事業（繰越明
許費）

土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

3 1288 向山南北線始め１０路線道路改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

4 2468 向山南北線始め１０路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 完了

5 2541 太田川駅前通り線道路改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

6 2778 太田川駅前通り線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 完了

7 2785 西知多道路大田インターチェンジ１号線始め３路線道路新設事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

8 2326 （仮称）新木田橋整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

9 3538 西知多道路大田インターチェンジ着工記念式典開催事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

10 913 横須賀駅西通線街路整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

11 2456 （仮称）鈴井田橋整備事業（繰越明許費）
新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

12 1305 養父森岡線街路整備事業 新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

13 1787 養父森岡線街路整備事業（繰越明許費）
新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 5



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 公共交通機関の利便性を高める　

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

都市計画課

成果指標

3121指標番号

方向性
らんらんバスの年間利用者数

単位
人/年

基準値 R03 R04 R05
290,880 284,794 307,202 315,592

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3122指標番号

方向性

鉄道やバスなどの公共交通機関が利用しや
すいと思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
49.0 49.5 52.2 50.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

2

2
3
2

1

2
0
2

0

単位施策の評価
　成果指標はいずれも基準値から向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「らんらんバスの年間利用者数」は基準値から24,712人増加、「公共交通機関が利用しやす
いと思う人の割合」も基準値から1.5ポイント向上している。計画期間中には、より利便性が
向上するよう平成27年度及び令和2年度にダイヤ及びルートの改正を行ったものの、「公共交
通機関が利用しやすいと思う人の割合」がほぼ横ばいであり、変化していく公共交通に求めら
れるニーズへの対応が必要であると考える。
　7次計画でも、高齢化や人口減少等、社会構造の変化に伴う公共交通に求められるニーズの
変化に対応するため、地域の交通体系の維持・改善に繋がるような取り組みを継続していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 29 循環バス運行事業 都市計画課 予定通り 向上 なし 見直し

2 2309 新駅周辺等整備事業 新駅周辺整
備推進課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

3 2612 新駅周辺等整備事業（繰越明許費） 新駅周辺整備推進課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

4 3416 新駅開業発車式開催事業 新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 自動車・自転車などの駐車スペースを確保する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3131指標番号

方向性

公共施設や駅周辺に駐車場や駐輪場が十
分設置されていると思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
56.7 64.3 65.7 65.1

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　地域の実情に応じて自動車・自転車などの駐車スペースの確保に努めたことに加え、市民の
自転車等駐車場利用の定着が図られたことが要因と考える。　
　7次計画においては、地域の実情に応じた施設の利用状況や高齢者、障がい者等が円滑に利
用できる措置も視野に入れながら、駐車スペースの確保について検討を進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 04 市内をわかりやすく案内する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3141指標番号

方向性

公共施設への案内標識が充実していると思
う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
57.8 69.5 67.3 66.8

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
1
0

0

0
0
1

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　市内の都市計画道路や幹線道路・補助幹線道路に地点名標識を計画的に整備してきたことが
、市内をわかりやすいく案内することにつながったと考える。　
　7次計画においては、引き続き上位計画や地元要望などから優先順位を踏まえ、安全な道路
環境の整備や施設案内標識を設置していくことで快適に移動がしやすい道路環境の向上を目指
していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 1462 施設案内標識設置事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
まちに花や緑が豊かである
花と緑の推進課

まちづくり指標

0043指標

方向性
花や緑が充実していると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　「花や緑が充実していると思う人の割合」は、めざそう値達成率47.2％であったものの、基
準値から2.5ポイント改善しており、施策は横ばいで推移した。
　公園緑地の計画的な整備と適切な維持管理に取り組んできたことから、「公園・街路樹に満
足している市民の割合」は改善したが、高齢化や夏の猛暑により花の維持管理が困難になって
きていることから「花壇コンクールへの参加申込数」及び「まちに咲く花を目にして四季を感
じている人の割合」は高い数値で横ばいに推移したものの、基準値から悪化した。
　7次計画では、公園緑地の整備と維持管理を計画的に進めるとともに、市民参加による花のま
ちづくり運動の推進に取り組み、次世代に花と緑につつまれたまちを引き継いでいく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

暮らしのなかを花いっぱ
いにする指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調でない

3211花壇コンクールへの参加申し込み数 悪化 悪化

3212 まちに咲く花を目にして四季を感じている人の割合 悪化 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(1)
(1)

02

豊かな緑につつまれた
まちにする 順調

3221 公共施設緑地面積 改善 改善

3222 次世代に緑を残したいと感じている人の割合 悪化 横ばい

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(3)
(3)
(0)

03

魅力ある公園・街路樹を
つくる 順調

3231 一人当たりの公園面積 改善 改善

3232 まちの公園・街路樹などに満足している市民の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(10)
(7)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:2.5ポイント増／基準値からの推移:△
10年後めざそう値達成率:47.2％
年齢別:差異無、職業別:差異無、地区別:差異無
要因:市民との協働により植栽会等の開催や、花苗
配布、花壇づくりに積極的に取り組んだことによる
。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 暮らしのなかを花いっぱいにする

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3211指標番号

方向性
花壇コンクールへの参加申し込み数

単位
件/年

基準値 R03 R04 R05
156 150 145 130

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

3212指標番号

方向性

まちに咲く花を目にして四季を感じている人
の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
80.9 77.9 76.0 76.9

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

3

3
1
0

0

0
1
3

0

単位施策の評価
　成果指標2指標とも基準値から低下しており、施策は順調に進展しなかった。
　「花壇コンクール参加申し込み数」は、新規参加を促すため、初心者でも参加しやすい部門
の新設などの見直しを重ねてきたことにより、他市町と比較すると多くの参加申し込みがある
ものの、市民の高齢化や、花壇コンクールへの参加意欲の低下等により、基準値から低下した
ものと考える。また、「まちに咲く花を目にして四季を感じている人の割合」は、市民の外出
や緑化活動の機会が減ったこと等により、基準値から低下したものと考える。
　7次計画では、花壇コンクールを縮小する代わりに、初心者を含めたより多くの市民が、暮
らしのなかを花いっぱいにする活動に気軽に参加できるように事業を展開していく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 846 花と緑いっぱいのまちづくり事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 851 花壇コンクール開催事業 花と緑の推
進課 予定通り 低下 なし 維持

3 3443 ランの道植栽会開催事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 豊かな緑につつまれたまちにする

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3221指標番号

方向性
公共施設緑地面積

単位
ha

基準値 R03 R04 R05
180.9 202.4 200.0 202.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3222指標番号

方向性

次世代に緑を残したいと感じている人の割
合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
92.7 91.5 91.6 91.6

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 横ばい

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
3
0

6

6
3
0

0

0
0
6

0

単位施策の評価
　「公共施設緑地面積」は基準値から大きく向上し、「次世代に緑を残したいと感じている人
」の割合は、基準値よりわずかに低下しているものの、91.6％と高い水準で横ばいに推移して
いるため、施策は概ね順調に進展した。
　「公共施設緑地面積」は、公園緑地整備や民間開発等により増加し、「次世代に緑を残した
い人の割合」は、公園緑地整備や民有地緑化の推進、保全地区・保存樹木等の事業に取り組ん
できたことから、高い水準で横ばいに推移しているものと考える。
　7次計画では、引き続き、公園緑地の適正な維持管理や整備を実施するとともに、民有地の
緑化推進や緑の保全に取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 834 松くい虫防除事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 835 生垣等緑化補助事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

3 836 建築物等緑化補助事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

4 838 緑化推進啓発事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

5 839 みどりの少年団活動事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 843 保全地区等交付金交付事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 魅力ある公園・街路樹をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3231指標番号

方向性
一人当たりの公園面積

単位
㎡/人

基準値 R03 R04 R05
9.27 11.03 11.06 11.61

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3232指標番号

方向性

まちの公園・街路樹などに満足している市民
の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
69.8 73.8 72.3 73.1

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
10
0

13

17
7
0

0

0
0
17

0

単位施策の評価
　成果指標2指標とも基準値から向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「一人当たりの公園面積」の増加は、計画的な公園整備を進めてきたことが要因であると考
える。また、「まちの公園・街路樹などに満足している市民の割合」の向上は、適切な維持管
理をしてきたことが要因と考える。
　7次計画でも引き続き、誰もが安全・安心、快適に利用できるよう、公園などの適切な維持
管理と計画的な整備に取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 2945 大池公園整備事業（繰越明許費） 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 完了

2 3315 緩衝緑地整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

3 3453 公園緑地管理保全事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

4 3539 公園緑地新駅開業記念イベント開催補助事業
花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 完了

5 2717 自然環境再生事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

6 1355 公園長寿命化事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

7 1785 公園長寿命化事業（繰越明許費） 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 完了

8 842 緑地・街路樹維持管理経費 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

9 844 公共施設緑化事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 2715 さくら再生事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

11 855 聚楽園公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 858 緑陽公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

13 863 公園・緑地整備基金積立金 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

14 1352 御洲浜公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

15 2062 緑陽公園整備事業（繰越明許費） 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 完了

16 1358 中ノ池公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

17 1386 大池公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 4



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 33 浸水被害がない地域にする

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 安心
浸水被害に不安がなく、だれもが安心して生活している
土木課

まちづくり指標

0044指標

方向性
大雨に対する安全性が高いと思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標はめざそう値達成率が43.4％だが、近年はめざそう値と同水準となっており
、施策は概ね順調に進展した。
　計画期間をとおして、調整池の整備やため池管理者の協力のもとため池を一時貯留施設とし
て活用できたことにより、浸水被害の低減に繋がったことが要因と考える。
　7次計画では、「100㎜/h安心プラン」に位置づけた雨水管渠整備や県事業の大田川河川改修
等のハード対策事業とコミュニティ主体の避難行動計画の策定や住民参加型の水防訓練の実施
等のソフト対策事業を計画的に進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

計画的な雨水処理を行
う指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3311排水区域の整備率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(2)
(0)

02

浸水対策を推進する 順調

3321 浸水対策事業の進捗率 改善 横ばい

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:3.6ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:43.4％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:比較的地盤の高い地域において大雨からの安
全性に対する満足度が高い。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 計画的な雨水処理を行う

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
33 浸水被害がない地域にする

土木課

成果指標

3311指標番号

方向性
排水区域の整備率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
62.9 68.3 69.8 70.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

2

2
2
0

0

0
0
2

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　雨水幹線の整備と老朽化の進む雨水ポンプ場において、適切な整備と維持管理により計画的
な雨水処理を行なったことが浸水被害のない地域づくりにつながったと考える。　
　7次計画においては、計画的な下水道の整備やポンプ場等排水施設の整備を行い、今後の維
持修繕費用が増大しないように配慮しながら浸水被害のない地域づくりに取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 3342 加木屋中部土地区画整理事業調整池関連整備事業
市街地整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 2793 下水道事業会計雨水処理負担金 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 浸水対策を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
33 浸水被害がない地域にする

土木課

成果指標

3321指標番号

方向性
浸水対策事業の進捗率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
1.4 5.6 7.0 7.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
1
0

0

0
0
1

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上したことから、単位施策は順調に進展した。
　姫島公園調整池を始め、4か所の調整池整備が完了したことに加え、令和3年度から進めてい
る木之下調整池の整備が完了したことや大雨時のため池の水位調整が機能していることが、浸
水被害のない地域づくりにつながったと考える。　
　7次計画においては、100㎜/安心プランに基づき、雨水管渠整備や県事業の大田川河川改修
等のハード対策事業と、大田川流域以外のコミュニティについても避難行動計画の作成や市民
参加型の水防訓練の実施等のソフト対策事業を検討していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 1635 浸水対策用ため池維持管理支援事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
良好な景観が保たれ、快適に暮らせる環境が整っている
建築住宅課

まちづくり指標

0045指標

方向性

良好な景観が保全され、快適な住環境が整っ
ていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は、近年めざそう値を超えて推移しており、施策は順調に進展した。
　計画期間をとおして、電線類地中化事業をはじめとする景観に配慮した公共空間の整備を実
施するとともに、アダプトプログラム事業などの環境美化に関する取り組みや市営住宅の整備
、空き家対策等の快適な住環境づくりを推進してきたことが、指標向上に寄与したものと考え
る。
　7次計画では、令和7年度に開館予定の「創造の杜交流館」を拠点とした尾張横須賀駅周辺の
歴史を生かした景観づくりや、子育て世代に対する住宅支援、長期優良住宅の普及促進などを
実施していくことで、住環境の質的向上を目指していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

景観に配慮した公共空
間の整備を進める指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3411市内の公共施設が周辺のまちなみと調和していると感じている人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(2)
(0)

02

快適な住環境をつくる 順調

3421 住環境が整備され快適な生活が確保されていると思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(10)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

�
対基準値:8.3ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:102.5%
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:比較的生活圏の広い会社員、学生、主婦や若
年層において景観や住環境に対する満足度が高い。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 景観に配慮した公共空間の整備を進める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

都市計画課

成果指標

3411指標番号

方向性

市内の公共施設が周辺のまちなみと調和し
ていると感じている人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
64.8 69.4 69.7 69.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
2
1

0

1
0
1

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から改善しており、単位施策は順調に進展した。
　太田川駅周辺地区や尾張横須賀駅西地区の一部における無電柱化の整備、また太田川駅周辺
土地区画整理事業に伴い公共施設の整備が進んだことが影響したと考える。学生や若年層を中
心に数値が高くなっている傾向があり、通勤や通学で多く利用される駅を中心としたまちづく
りが評価されているものと考える。
　7次計画では、多世代にも受け入られるよう、地域の特性を生かした取り組みなど、市民と
ともに調和のとれたまちなみづくりを進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 796 屋外広告物許可事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 3159 横須賀地区まちづくり検討事業 都市計画課 遅延あり 維持・横ばい あり 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 快適な住環境をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

建築住宅課

成果指標

3421指標番号

方向性

住環境が整備され快適な生活が確保されて
いると思う人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
58.6 68.6 67.3 68.1

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

1
1
0

6

10
10
4

3

0
0
7

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から向上し、近年は70.0％近い数値で推移していることから、単位施策は
順調に進展した。
　高齢者だけでなく子育て世帯の方など、世帯状況を考慮した市営住宅の建替えをはじめとす
る居住環境の整備や、空き家対策、アダプトプログロム事業等の住宅周辺の環境整備を継続的
に実施してきたことが、生活の快適性向上につながったと考える。
　7次計画においては、子育て世代に対する住宅支援や長期優良住宅などの付加価値のある住
宅供給の促進、空き家の発生抑制や利活用など、引き続き多世代が安心して暮らせる環境づく
りを進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 731 狂犬病予防事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

2 732 防疫事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 733 猫避妊等補助事業 生活環境課 非常に順調 向上 あり 維持

4 1938 地域ねこ活動推進事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

5 734 害虫駆除事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

6 850 アダプトプログラム事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 1803 勝山住宅水道メーター取替事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

8 2388 勝山住宅入居者移転費補助事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 2855 市営住宅維持補修事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 2097 市営住宅整備事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

11 827 港湾利用促進補助事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 2



分野別成果動向一覧  第４章「産業・勤労」
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魅力ある商店や企業が多いと感じている人の
割合

対
基
準
値

対
前
年
度

0039

0037

［基準値と比較して悪化した指標］

商品などの安全性やリスクを理解して購入・
利用している人の割合

0038
さまざまな立場の人が働きやすい環境が確保
されていると思う人の割合

0036 市内の農産物に愛着を感じている人の割合

工業事業所数2611

2631 小規模企業等振興資金信用保証料の補助件数

【まちづくり指標】「魅力ある商店や企業が多いと感じている人の割合」はじめ2指標が10年後
めざそう値（R5(2023)）を達成し、基準値と比較して分野全体で50.0％が改善した。
　一方、基準値以下となった指標は「市内の農産物に愛着を感じている人の割合」はじめ2指標
（50.0％）となった。
【成果指標】「工業事業所数」はじめ8指標、分野全体で61.5％が基準値より改善した。また、
基準値以下となった指標は「地域特産物の出荷額」はじめ5指標（38.5％）となった。

2711 職業紹介件数

2521 地域特産物の出荷額

2642 市内ホテル等の外国人宿泊者数

対
前
年
度

対
基
準
値 2811 市民向けに行う消費生活講座の参加者数

2821 消費生活相談件数

2721 労働相談件数

2

0

2

0 1 2 3 4

悪 化

維持・

横ばい

改 善

1

0

3

0 1 2 3 4

悪 化

維持・

横ばい

改 善

0

5

0

8

0 4 8 12

比較不可

悪 化

維持・

横ばい

改 善

0

7

0

6

0 4 8 12

比較不可

悪 化

維持・

横ばい

改 善



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 25 魅力のある農業を推進する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念産業・勤労 活力
魅力ある農業となっている
農務課

まちづくり指標

0036指標

方向性
市内の農産物に愛着を感じている人の割合

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は基準値から低下しており、施策は順調に進展しなかった。
　職業別では主婦や高齢者、年齢別では65歳以上の人など、特定の職業や年齢層では市内農産
物に対する愛着指標は高い数値を示していたが、全体評価としては順調でない結果となった。
これは、市内の農産物に接する機会の多い職業や年齢層では基準値を上回る数値を示している
ものの、近年の天候不良等による影響で農産物の価格が乱高下するなか、「産地」より「価格
」の重視が全体の評価に影響したものと考える。
　市内農産物は都心部などの大消費地へ出荷されることが多いため、7次計画では市内農業の発
信度合を把握できる指標へ修正し、農業が持つ魅力の振興を図っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

農地の有効利用を進め
る指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

横ばい

2511農地の有効利用率 悪化 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(10)
(0)

02

農業経営を支援する 順調でない

2521 地域特産物の出荷額 悪化 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(35)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.2ポイント減／基準値からの推移:×
10年後めざそう値達成率:-110.7％
男女別:差異有、年齢別:差異有、職業別:差異無
要因:昨今は生産者に対する意識が高く、各年齢別
で指標へ影響が生じているものと考える。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 農地の有効利用を進める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
25 魅力のある農業を推進する

農務課

成果指標

2511指標番号

方向性
農地の有効利用率

単位
％

基準値 R03 R04 R05
98.5 94.7 95.3 95.0

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

8

11
10
0

1

0
0
11

0

単位施策の評価
　成果指標の基準値からの変化は少なく、単位施策は横ばいで推移した。
　平成25年度に実施した農家意向調査では48％の農家が規模縮小・離農の意向を示しており、
総農地は10年で約15％減少した。これらを背景に後継者不足や狭小な農地が集積されず遊休農
地が増加した一方で、伊勢湾岸道路の完成により物流の絶好拠点として注目され大規模開発が
進んだことから遊休農地が減少し、農地の有効利用率は横ばいに推移したものと考える。
　今後は地域計画の策定により各農地の10年先の将来像を示すこととなるため、7次計画では
これらを有効活用しながら、農業委員会と連携し、農地の有効利用に取り組んでいく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 1258 農業委員等研修事業 農業委員会
事務局 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 3430 農業委員会業務支援システム導入事業
農業委員会
事務局 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 1922 農地集積協力金交付事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 見直し

4 612 用水機維持管理補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 633 農道廃棄物処理事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 636 多面的機能支払交付金事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 643 知多土地改良区土地改良補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 2378 木田北部地区ほ場整備費補助事業 農務課 予定通り 向上 なし 維持

9 3227 浜新田用水機場整備費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

10 3393 名和第一用水機場整備費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

11 3228 クラインガルテンみかん園改修事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 2



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 農業経営を支援する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
25 魅力のある農業を推進する

農務課

成果指標

2521指標番号

方向性
地域特産物の出荷額

単位
億円/年

基準値 R03 R04 R05
12.6 8.5 8.4 7.6

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

33

35
35
1

1

0
0
34

1

単位施策の評価
　成果指標は基準値から大きく減少し、単位施策は順調に進展しなかった。
　品目ごとの出荷額はこの10年で、フキは62％、タマネギは55％、洋ランは10％減少し、出荷
額総額としては40％減少している。これは、生産資材費の高騰や農産物販売価格の低迷により
経営が圧迫されるなか、農業者の高齢化による減少や担い手不足、天候に左右される収穫量、
消費者需要の影響を受け、地域特産物の出荷額は大幅に減少したものと考える。
　7次計画では、本市の特産を守るためにも関係機関と連携し、担い手の確保に取り組むとと
もに、採算性が取れる農産物として産地強化やブランド化等、農業経営の体質強化の支援を図
っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 603 育樹祭参加事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 606 減農薬推進補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 607 有害鳥獣駆除事業 農務課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

4 611 水稲病害虫防除経費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 615 農作物残留農薬検査費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 618 あいちの伝統野菜玉ねぎ原種保存補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 619 経営所得安定対策推進事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 見直し

8 1608 農業次世代人材投資資金交付事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 3366 新規就農者経営開始資金支援事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 3383 玉ねぎ黒腐菌核病防除補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

11 3384 農業経営収入保険加入促進補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 3532 物価高騰対策営農継続支援補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

13 2670 らん魅力発信事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

14 2882 かんきつ（夕焼け姫）苗木購入費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

15 620 果樹生産振興補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

16 621 園芸生産振興補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

17 622 有害鳥類防除補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

18 623 都市近郊農業施設設置費等補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

19 625 ふき優良種苗育成補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

20 626 施設園芸緊急対策交付金交付事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

21 627 花卉園芸普及推進補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 農業経営を支援する

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

22 629 東海フラワーショウ開催補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

23 630 鶏卵価格安定対策補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 休廃止

24 631 死亡牛緊急処理円滑化補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

25 649 農業センター洋らん等栽培・調査研究事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

26 652 ４Ｈクラブ活動費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

27 653 農業後継者育成補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

28 654 農業女性団体活動費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

29 655 農業後継者カゴメ海外研修費補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

30 657 家庭園芸講座開催事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

31 658 親子農業体験教室開催事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

32 660 農業フェスティバル開催補助事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

33 3031 農業センター試験栽培トマト活用事業農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

34 2831 かんきつ（夕焼け姫）栽培・調査研究事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

35 2866 農業センター施設野菜養液・炭酸ガス栽培・調査研究事業 農務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 26 商工業を活性化する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念産業・勤労 活力
新しい産業が創出されるなど、魅力ある商工業となっており、活性化している
商工労政課

まちづくり指標

0037指標

方向性

魅力ある商店や企業が多いと感じている人の
割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標はめざそう値を達成していることから、施策は順調に進展した。
　市内小規模事業者キャッシュレス決済ポイント還元事業などにより、市内店舗での利用促進
が図られた結果であると考える。
　日本全体では緩やかな経済回復基調といわれているが、物価高騰や全国的な人手不足など、
商店や企業を取り巻く環境は厳しい状況が続くことが見込まれることから、7次計画では引き続
き、企業立地の促進や交流人口の拡大などによる市内での消費喚起、事業活動の継続に向けた
支援など、幅広い視点での事業展開を推進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

新たな産業の育成や創
業を支援する指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

2611工業事業所数 改善 改善

2612 工業事業所の製造品出荷額等 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(8)
(0)

02

活力ある商業店舗づくり
を支援する 順調

2621 主に市内の商店などで買い物やサービスを利用している人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(6)
(0)

03

商工業者の経営を支援
する 順調

2631 小規模企業等振興資金信用保証料の補助件数 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(2)
(10)
(0)

04

観光資源を活用し、にぎ
わいを創出する 順調でない

2641 観光地点等入込客数 改善 改善

2642 市内ホテル等の外国人宿泊者数 悪化 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(2)
(19)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.6ポイント増／基準値からの推移:〇
10年後目指そう値:104.8％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:若い世代が魅力的と感じる商店等が立地して
いると想定。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 新たな産業の育成や創業を支援する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
26 商工業を活性化する

商工労政課

成果指標

2611指標番号

方向性
工業事業所数

単位
事業所

基準値 R03 R04 R05
219 217 215 249

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

2612指標番号

方向性
工業事業所の製造品出荷額等

単位
億円/年

基準値 R03 R04 R05
14,544 14,407 13,264 16,000

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

7

8
8
0

0

0
0
8

0

単位施策の評価
　成果指標の2指標が基準値から順調に増加しており、単位施策は順調に進展した。
　本市の産業構造から、「工業事業所の製造出荷額」が基準値よりも増加しているのは、世界
的な半導体不足が緩和に向かい、生産活動が回復してきていることが起因していると推察する
。
　7次計画でも引き続き、地域経済の活性化のため、企業立地の促進や新たな産業の育成、創
業の支援を行っていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 686 特産品発掘支援補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 687 地域振興開発補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 1816 企業立地交付金事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2121 創業支援事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 2359 ホテル等誘致交付金交付事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 2646 ホテル改修費補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

7 2723 産業推進会議設置事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 2724 市内企業オリジナルカートＰＲ事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 活力ある商業店舗づくりを支援する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
26 商工業を活性化する

商工労政課

成果指標

2621指標番号

方向性

主に市内の商店などで買い物やサービスを
利用している人の割合

単位
％

基準値 R03 R04 R05
83.5 86.3 87.7 84.2

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

6

6
6
0

0

0
0
6

0

単位施策の評価
　成果指標が基準値から順調に向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「主に市内の商店などで買い物やサービスを利用している人の割合」は増加しており、市内
小規模事業者キャッシュレス決済ポイント還元事業等により、市内での買い物やサービス利用
が図られたためと考える。
　7次計画でも引き続き、市内での消費喚起や市内店舗の魅力発信などにつながる方策を実施
しながら、活力ある商業店舗づくりを支援していく。
　

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 676 姉妹都市産業まつり参加事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 682 商業団体補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 685 東海市物産ＰＲ補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 691 産業まつり開催補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 2893 太田川駅前商業店舗連携イベント開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 3041 中心市街地回遊性向上事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 商工業者の経営を支援する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
26 商工業を活性化する

商工労政課

成果指標

2631指標番号

方向性

小規模企業等振興資金信用保証料の補助
件数

単位
件/年

基準値 R03 R04 R05
137 139 244 366

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
2
0

12

12
10
0

0

0
0
12

0

単位施策の評価
　成果指標は、基準値から順調に向上しており、単位施策は概ね順調に推移した。
　「小規模企業等振興資金信用保証料の補助件数」は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り創設された無保証料の融資制度が令和2年度で終了したことで、小規模企業等振興資金信用
保証料の活用が増加していることが主な要因であり、資金調達に苦慮する事業者への経営支援
を行ってきたことによるものと考える。
　原材料費等の物価高騰や人手不足など、企業経営を取り巻く環境の厳しい状況が続くことが
見込まれるため、7次計画では、引き続き商工会議所と連携を図りながら経営支援を実施して
いく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 680 街路灯整備補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 681 街路灯電灯料補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 683 経営改善補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 684 商工会議所組織強化補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 688 人材育成講座補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 692 商店街近代化奨励事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 693 信用保証料補助事業 商工労政課 予定通り 向上 なし 維持

8 694 小規模企業等振興資金融資事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 695 商工組合中央金庫預託事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 2203 中小企業・小規模事業者雇用促進支援補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

11 2752 首都圏人材確保支援交付金交付事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 3105 市内小規模事業者キャッシュレス決済ポイント還元事業 商工労政課 予定通り 向上 なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 04 観光資源を活用し、にぎわいを創出する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 活力
26 商工業を活性化する

商工労政課

成果指標

2641指標番号

方向性
観光地点等入込客数

単位
人/年

基準値 R03 R04 R05
427,665 116,720 280,133 433,440

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

2642指標番号

方向性
市内ホテル等の外国人宿泊者数

単位
人/年

基準値 R03 R04 R05
15,080 5,176 3,334 4,960

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
2
0

20

21
19
5

1

0
0
16

0

単位施策の評価
　成果指標は基準値から低下しており、単位施策は順調に進展しなかった。
　「観光地点等入込客数」は、東海まつり花火大会などの大規模イベントの中止や外国との往
来制限などの新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたが、令和5年度は、コロナ禍以
前の水準程度まで回復している。一方、「市内ホテル等の外国人宿泊者数」は、主に中国から
の団体観光客が回復しなかったことにより低い水準となっている。
　経済成長を背景とした東南アジア諸国からのインバウンド需要の高まりや国内景気の回復、
行動制限の撤廃により、交流人口や観光客の増加が見込まれるなか、7次計画でも、引き続き
観光資源の磨き上げを図りながら、にぎわい創出・拡大を図っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 705 観光協会運営費補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 706 桜まつり開催補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

3 707 花しょうぶまつり開催補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 709 もみじまつり開催補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 710 観光パンフレット作成補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

6 711 地域観光協賛補助事業 商工労政課 予定通り 向上 なし 維持

7 712 観光案内板設置補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 713 知多地域観光物産展補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 714 観光イルミネーション補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 716 東海まつり花火大会開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

11 2014 観光客誘致促進事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

12 2377 沖縄フェスティバル開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

13 2454 山車まつり観光ＰＲ補助事業 商工労政課 予定通り 向上 なし 維持

14 2455 観光情報発信拠点運営費補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

15 2719 ひかりの観光資源創出事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

16 2729 工場夜景観光促進事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

17 2738 観光客誘致促進補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

18 2751 太田川駅前マルシェ開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

19 2894 太田川駅前空間活用イベント開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

20 2896 観光ビジョン推進委員会設置事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

21 3042 太田川駅前ロードパフォーマンスフェスティバル開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 27 市民の就業を支援する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念産業・勤労 いきいき
若い世代、女性、障がい者、高齢者など就業の場が豊富である
商工労政課

まちづくり指標

0038指標

方向性

さまざまな立場の人が働きやすい環境が確保
されていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は、めざそう値を達成していることから、施策は順調に進展した。
　すべての年代で順調に推移したが、特に若い世代が高い伸び率を示している。これは、若い
世代を中心に有効求人倍率が増加しており、企業側の人材確保の観点などから労働環境の改善
が進んでいるためと考える。
　7次計画では引き続き、労働者保護の観点から行われる制度改正の周知、関係団体との連携を
通じて、更なる労働環境の整備を進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

雇用対策を充実させる指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

2711職業紹介件数 悪化 悪化

2712 市内事業所の従業者数 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

02

勤労者支援を充実させ
る 順調でない

2721 労働相談件数 悪化 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(8)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:12.5ポイント増／基準値からの推移:〇
10年後目指そう値達成率:120.2％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:学生など若い世代の労働環境やアルバイトな
どの求人が好調と想定。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 雇用対策を充実させる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 いきいき
27 市民の就業を支援する

商工労政課

成果指標

2711指標番号

方向性
職業紹介件数

単位
件/年

基準値 R03 R04 R05
3,038 1,186 1,266 1,142

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

2712指標番号

方向性
市内事業所の従業者数

単位
人

基準値 R03 R04 R05
15,826 17,327 17,298 16,867

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　成果指標2指標のうち1指標が基準値から向上しており、単位施策は概ね順調に進展した。
　「職業紹介件数」は、基準値より大幅に減少しているが、民間事業者が提供するインターネ
ットサービスの普及により、職業相談によらず就業の場を確保できる環境が整っていることが
大きな要因であると考える。また、「市内事業所の従業員数」は、事業拡大や企業進出などの
要因により基準値より改善したと考える。
　7次計画では、物価高騰による雇用環境への影響の長期化が懸念されるなか、引き続き多様
な就業へのニーズに対応できるよう関係機関と連携を図っていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 勤労者支援を充実させる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 いきいき
27 市民の就業を支援する

商工労政課

成果指標

2721指標番号

方向性
労働相談件数

単位
件/年

基準値 R03 R04 R05
118 105 107 93

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

7

8
8
0

0

0
0
8

1

単位施策の評価
　成果指標が基準値から低下しており、単位施策は順調に進展しなかった。
　「労働相談件数」の減少傾向は、全国的な人手不足やハラスメントへの意識の高まり、景気
回復を背景とした賃金のベースアップなどにより、雇用・就業環境の改善が図られているとと
もに、オンライン相談といった多様な相談環境が整ってきたことによると考える。
　景気回復、賃金ベースアップの効果が広く浸透するには、一定の時間を要することが見込ま
れるなか、7次計画では引き続き、従業員の福利厚生の質の確保など、勤労者の支援に繋がる
事業を実施し、就業環境の改善の促進を図っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 663 愛知県労働者福祉協議会知多支部補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 664 県建設職業訓練協議会補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 665 労働相談員設置事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 休廃止

4 667 中小企業退職金共済制度加入促進補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 668 勤労者福祉サービスセンター運営費補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 669 パートタイム労働者福祉対策補助事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 670 優良従業員顕彰式開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 674 住宅資金融資事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 28 安全な消費生活を支援する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念産業・勤労 安心
正しい知識や情報を得ることができ、消費者が安全な商品を選ぶことができる
商工労政課

まちづくり指標

0039指標

方向性

商品などの安全性やリスクを理解して購入・
利用している人の割合

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　まちづくり指標は、基準値から0.2ポイント減少しているが同じ水準で推移しており、単位施
策の成果動向はいずれも順調であることから、施策は横ばいで推移した。
　近年では、高齢者が商品や買い方のリスクなどを意識せず、SNSをきっかけとして消費トラブ
ルに巻き込まれる事例もあり、多様化する消費トラブルへの理解が十分に進んでいないと考え
る。
　7次計画では、引き続き消費生活相談や消費生活講座を通じた啓発活動に努め、消費生活への
関心の向上や正しい知識の習得を図っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

消費生活に関する情報
提供を充実させ、意識の
向上を図る

指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

2811市民向けに行う消費生活講座の参加者数 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(4)
(0)

02

消費生活に関する相談
体制を充実させる 順調

2821 消費生活相談件数 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:0.2ポイント減／基準値からの推移:△
10年後目指そう値達成率:-5.0％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:10代の消費に対する意識が向上している。

出力日: 2024年6月4日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 消費生活に関する情報提供を充実させ、意識の向上を図る

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 安心
28 安全な消費生活を支援する

商工労政課

成果指標

2811指標番号

方向性
市民向けに行う消費生活講座の参加者数

単位
人/年

基準値 R03 R04 R05
180 595 395 347

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

4

4
4
0

0

0
0
4

0

単位施策の評価
　成果指標は、基準値から向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「市民向けに行う消費生活講座の参加者数」は、高齢者の参加意欲が高くなっており、スマ
ートフォンが身近なものとなり、インターネット通販への関心が高まっていることが要因と考
える。
　消費トラブルに巻き込まれないためには、消費者が正しい知識を持つことが重要であるため
、7次計画でも、引き続き消費者講座などを通じて、啓発活動に取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 725 食品衛生活動補助事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 721 商品量目検査事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 722 消費者広場開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 723 消費生活講座開催事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 消費生活に関する相談体制を充実させる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念産業・勤労 安心
28 安全な消費生活を支援する

商工労政課

成果指標

2821指標番号

方向性
消費生活相談件数

単位
件/年

基準値 R03 R04 R05
123 246 240 252

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R03 R04 R05

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
1
0

0

0
0
1

0

単位施策の評価
　成果指標が基準値から順調に向上しており、単位施策は順調に進展した。
　「消費生活相談件数」は、インターネットを通じた買い物がきっかけとなったトラブルに関
する相談が増加しており、多様化する消費トラブルに関する相談に適切に対応できるよう、消
費生活相談員の研修や意見交換会を実施して相談スキルの向上を図っている。
　今後も多様化が懸念される消費者トラブルに適切に対応できるよう、7次計画においても、
消費生活相談員の研修や意見交換会を実施して相談スキルの向上を図るとともに、消費生活セ
ンターのPRに取り組んでいく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2024年6月4日

1 2416 消費生活センター運営事業 商工労政課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0


